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事業所ごとの説明会 

体育館での全体会 

No.４ 

７月１６日（金）に、３年生全員で、職場・社会見学に行きました。事業所の方の説明

を聞いたり、一生懸命働いている卒業生の姿を見たりして、11 月の就業・施設体験に向

けた心構えなど、いろいろなことを考える機会になりました。中学部では１１月に、１年

生で見学。２年生ではミニミニ体験。３年生では一人一人に合わせて、就業・施設体験を

行います。高等部での就業・施設体験、高等部卒業後の自立に向かっての第一歩が始まり

ました。 

〇サカセル 

 

〇太陽社 

 

〇愛の木 

 

8 月４日に本校で「福祉サービス事業所説明会」が行われまし

た。本校では初めて開催された説明会で、唐津市内の２２の事業

所、３０名以上の保護者や生徒、本校職員など、多数の参加があ

りました。 

各事業所からの説明では、事業所の様子を写真や動画で見るこ

とができたり、サービス内容や支援についての説明を聞くことが

できたり、とても分かりやすい内容でした。また、保護者や本校

職員からの質問に対しても丁寧に答えていただきました。 

参加された保護者からは「知りたいことがたくさん聞けてよか

った。」「見学に行きたいと思った。」などの感想が聞かれ、今後の

進路選択やサービス利用に向けて、実りある説明会となりまし

た。多数のご参加、ご協力をいただきありがとうございました。 
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1 月に開催される「第４４回佐賀県障害者技能大会（アビリンピック）」に向けて

縫製部門、木工部門、ビルクリーニング部門に出場を希望する生徒６名が７月から練

習を行っています。夏休み期間も登校し練習に励んで、「去年よりいい結果にしたい

です。」「とにかくベストを尽くしたいです。」と、やる気に満ちた言葉が聞かれたり、

一生懸命集中して練習に取り組む姿が見られたり、これからの成長が楽しみな活動

を続けています。練習は今後も大会まで引き続き行われます。 

 

縫製部門 木工部門 ビルクリーニング部門 

今年の卒業生から、現在の仕事、やりがい、楽しんでいることなど、社会生活の様子を 

紹介します！ 

          袋 優矢 さん （ 多久製網株式会社 ） 

         仕事は、網を作るための糸を巻く機械の操作や廃棄する糸の処理を

しています。コンテナ一杯になった糸を運ぶ力仕事は大変ですが、自分

一人で仕事ができるようになって、任せてもらえる仕事が増えたとき

は嬉しいです。今の生活は学校とは違って仕事中心で、休みの日には友

達 

 

達と遊んでリフレッシュしています。車の免許を取っている最中で今は路上に出るとこ 

まできました。今学校で頑張っているみなさんへ、仕事をするのは、とにかく体力が必 

要です。きついと思いますが、学校の勉強や家の手伝いなど、いろいろ頑張っておくと 

いいと思います。 

          中山 祐舞 さん （ universal café ソラシド ） 

         仕事は、ソラシドでパン作りや外販、清掃などをしています。仕事で

大変なことは、クリームを混ぜる作業に力が必要で大変です。外販では

多くのお客様に接客しますが、おつりを間違うことなく渡せるように

なって嬉しいです。休みの日にカラオケをすることが楽しみです。 

 後輩のみなさんへ。学校の勉強をがんばってください。特に就業・施設体験では自分 

の卒業後の進路につながるので、一生懸命がんばってほしいと思います。 

 

 


